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テーマ この街が もっと好きになる
駅前建築物

最 優 秀 賞
1点 【副賞 賞金10万円】

優 秀 賞
2点 【副賞 賞金 5万円】

奨 励 賞
2点 【副賞 賞金 3万円】

佳 作
3点 【副賞 賞金 1万円】

2025.6.23［月］ 9.8［月］
9.16［火］

会場：JPタワー名古屋 
　　　ホール＆カンファレンス「ホール」

審査委員長

12.21［日］
10.14［火］

1969
1992
1994
1999～
2001～2020
2006
2023～

神奈川県生まれ
武蔵工業大学卒業後、ロンドン大学バートレット校（ロン・ヘロンに師事）
手塚建築企画を手塚貴晴と共同設立（1997年手塚建築研究所に改称）
東洋大学非常勤講師
東海大学非常勤講師
カリフォルニア大学バークレー校客員教授
東京大学非常勤講師

　木造の建築は、環境に良いというだけでなく、建築としての魅力があります。 木造建
築の魅力は、構造から仕上げまで一貫して木で作れる純粋さ、そして木目を通してその
木が生きているときに受けてきた太陽の光や水の恵みが人に伝わってくることにある
のではないかと思っています。
　今までコンクリートや鉄で作られてくることが多かった建物を木造でデザインして
みましょう。 街や人の暮らしをより良く変えるような建築の提案を期待しています。

手塚  由比
建築家　（株）手塚建築研究所代表

愛知県に在住または在学の大学、大学院、短期大学、高等専門学校、
専修学校、高校、専門学校に在籍している学生

木造建築設計コンペティション
学 生 作 品 募 集
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詳細はこちら愛知県が誇る豊富な森林
資源を活かした純木造建
築物の設計アイデアを県
内在住または在学の建築
を学んでいる学生のみな
さんから募集します。

登録申込

作品提出

最終審査

応募資格

賞



事前登録申込：2025.6.23［月］▶9.8［月］
作 品 提 出：2025.9.16［火］▶10.14［火］

建築物の木造化の現状は、低層（3階建て以下）の住宅については8割以上が木造である一方で、非住宅部門では2割を下
回っており、非住宅建築物の木造化の促進が木材利用の観点から重要です。そこで、木の持つ特性を活かし、訪れた人々が
木の良さを実感できる建築物を目指しつつ、比較的木造化が取組みやすい、低層小規模（3階建て以下、延床面積
1,000m²以下）の駅前建築物※1・2について、愛知県産のスギ・ヒノキの一般流通材（105mm～120mm正角材、
120mm×210mm板材等）を多用した純木造建築物を提案してください。
※1 鉄道駅至近（いわゆる「駅前」）の立地を活かした建築物。  ※2 駅前以外の周辺環境、駅の規模、実在、架空は問わない。

期限までに提出された作品について、匿名非公開で審査を行い入賞作品８点を選定します（どの賞となるかはこの時点では決定
しません)。選定結果については11月下旬頃に上記専用Webページで発表するほか、一次審査通過者に対して通知します。

一次審査通過者は、主催者が設定した会場（公開）においてプレゼンテーションを行います。全ての入賞作品の発表・質疑応答が
終了した後、各賞について発表します。また、当日は審査委員長による講演も行います。

最 優 秀 賞 １点 【副賞 賞金10万円】 

優 秀 賞 ２点 【副賞 賞金５万円】
奨 励 賞 2点 【副賞 賞金３万円】 

佳 作 3点 【副賞 賞金１万円】

手塚 由比 （株式会社 手塚建築研究所 代表）
審査委員長

石井 隆司 （公益社団法人 愛知建築士会 副会長）
河崎 泰了 （株式会社 竹中工務店 木造・木質建築推進本部 本部長付）
久保 久志 （株式会社 東畑建築事務所 設計室 主管）

審査委員
武田 博幸 （愛知県 建築局 公共建築部 住宅計画課 課長）
青山 義明 （愛知県 農林基盤局 林務部 林務課 課長）

一次審査

最終審査（二次審査）

『この街が もっと好きになる 駅前建築物』

Ａ３サイズ（縦）２枚以内　作品の提出はデータ（PDF形式）提出とします。  ※詳細は上記専用Webページからご確認ください。

2025年6月23日時点で愛知県に在住または在学の大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校、高校、専門学校
に在籍している学生、またはこれらの学生により構成されたグループであること（構成員は3名以内とする）。応募資格
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テーマ

審査委員会
（敬称略）

［ お問合せ先 ］ 愛知県農林基盤局林務部林務課 あいちの木活用推進室　TEL.052-954-6884

　森林は二酸化炭素を吸収して成長し、木材製品となった後も炭素として固定し続ける
ことからカーボンニュートラル社会の実現に貢献するほか、木材は人に対し「リラックス効
果」や「親しみやすさ」といった特性も持っており、環境配慮の面でも、快適な生活の実現
を図る上でも、木材をこれまで以上に生活の中で利用していくことが望まれます。
　愛知県は県土面積の４割を森林が占めており、その６割以上は人が植えて育てた主に
スギとヒノキからなる人工林となっています。この人工林の８割以上が建築用材としての
利用に適した46年生以上となっており、本格的な利用期を迎えています。
　そこで愛知県では、建築を学んでいる学生の皆さんのアイデアを募集し、新たな木材
利用の可能性を広げるため「AICHI WOODY AWARD」を開催します。

募 集 要 項
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右の専用
Webページから
案内に従って
応募してください


